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主な研究成果として、 『中国村落の権力構造と社会変化』 （アジア政経学会、一九九〇年） 、 『広東語自遊自
在』 （日本交通公社、一九九二年） 、編著『植民地人類学の展望』 （風響社、二〇〇〇年） 、翻訳『リン家の人々││台湾農村の家庭生活』 （マージャレイ・ウルフ著、風響社 一九九八年）のほか 多数の論文がある。　
本書の課題である「近代日本 人類学史」は、著者によるフィールドワークの経験が、研究の出発点の一














































































































































































































と倫理について、鋭い問題提起を行っている。その中から、本評に関わる事項として、日本における人類学の起源を取り上げよう。筆者によれば三つ 流れがあり、第一に社会主義運動、第二に登山 第三 宗教学であると指摘する（五〇五頁） 。第一及び第二 点について 詳しくは 書を参照され い。　
第三の宗教学について説明しよう。最初期の宗教学では、東京帝国大学の主任教授であった姉崎正治を代表






























































































































年）の訳者の野村了本は、西光寺（岐阜県揖斐郡大野町公郷）の出身で一九二五年龍谷大学文学部宗教 宗教史専攻卒業。リヴァーズ著『原始文化伝播説』 （第五編 二八 の訳者の長岡曠若は龍雲寺（山口県長門市油谷向津具下）の出身で一九二八年龍谷大学同専攻卒業。
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伊藤幹治「宇野円空論拾遺」 （ 『民博通信』第二〇号、国立民族学博物館、一九八三年） 、二│四頁。大矢野文明「宇野円空の人と学問」 （田丸徳善編『日本の宗教学説』東京大学宗教学研究室、一九八二年） 、八七│九八頁。小口偉一「回想・ 先生」 （ 『日本民俗文化大系月報』第一一号、講談社 七八 九│一〇頁。鷹谷俊昭「珠玉のことば
　
宇野円空の歌」 （ 『大乗』第三四巻第五号、大乗刊行会、一九八三年） 、四四│四八頁。













菊地暁「ブッディスト・アンソロポロジスト赤松智城」 （ 『近代仏教』第一八号、日本近代仏教史 会 二〇一一年） 四
│
五九頁。
















































「棚瀬襄爾氏を悼む」 （ 『大乗』第一六巻第一号、大乗刊行会、一九六五年） 、六二頁。
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